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討論会



デジタルツインの定義

「リアル（物理）空間でIoTなどを活用して集めたデータを元
にサイバー（仮想）空間でリアル空間を再現する技術」．従来
の仮想空間と異なり，よりリアルな空間をリアルタイムで再現
できることが特長．現実世界の環境を仮想空間にコピーする鏡
の中の世界のようなイメージであり，「デジタルの双子」の意
味を込めてデジタルツインとぶ．（SoftBankビジネスブログから）
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討論会における論点

1.デジタルツインを導入することにより，インフラ

整備はどう変わるのか? （デジタルツインを導

入することの意義）

2.インフラに関するデジタルツインにおいて，建設

ロボットはどんな貢献ができるのか?

3.その実現に向けて，これから何をしていかなけれ

ばならないのか?
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